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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年7月30日(2009.7.30)

【公開番号】特開2008-52116(P2008-52116A)
【公開日】平成20年3月6日(2008.3.6)
【年通号数】公開・登録公報2008-009
【出願番号】特願2006-229300(P2006-229300)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/20    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ 101:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月12日(2009.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  物体側から順に、
  正屈折力の第１レンズ群と、
  負屈折力の第２レンズ群と、
  正屈折力の第３レンズ群と、
  正屈折力の第４レンズ群と、を有し、
  広角端から望遠端への変倍の際に、前記第１レンズ群と前記第２レンズ群との間隔、前
記第２レンズ群と前記第３レンズ群との間隔、前記第３レンズ群と前記第４レンズ群との
間隔を変化させ、
  前記第１レンズ群は正レンズと負レンズの２枚のレンズからなり、
  前記第２レンズ群は物体側から順に負レンズ、正レンズの２枚のレンズからなり、
  前記第２レンズ群の前記負レンズは両凹レンズであり、
  以下の条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
    １．７８＜ｎd2n＜２．１０  ・・・（１）
    ３５．０＜νd2n＜５０．０  ・・・（２）
    ０．３５＜ＳＦ2n＜０．７０  ・・・（７）’
ただし、
  ｎd2nは、第２レンズ群中の負レンズのｄ線に対する屈折率、
  νd2nは、第２レンズ群中の負レンズのアッベ数、
  ＳＦ2n  ＝（Ｒ2nf＋Ｒ2nr）／（Ｒ2nf－Ｒ2nr）で定義され、
  Ｒ2nfは、第２レンズ群中の負レンズの物体側面の近軸曲率半径、
  Ｒ2nrは、第２レンズ群中の負レンズの像側面の近軸曲率半径、
である。
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【請求項２】
  以下の条件を満足することを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
    ０．６＜｜ｆ1n｜／ｆt＜５．０          （Ａ）
    ０．０８＜｜ｆ2n｜／ｆt＜０．３５      （Ｂ）
    ５．０＜｜ｆ1n｜／｜ｆ2n｜＜２５．０    （Ｃ）
ただし、
  ｆ1nは、第１レンズ群中の負レンズの焦点距離、
  ｆ2nは、第２レンズ群中の負レンズの焦点距離、
  ｆtは、望遠端でのズームレンズ全系の焦点距離、
である。
【請求項３】
  以下の条件を満足することを特徴とする請求項１または２に記載のズームレンズ。
    １．４＜｜ｆ1n｜／ｆ1p＜４．５      （Ｄ）
ただし、
  ｆ1pは、第１レンズ群中の正レンズの焦点距離、
  ｆ1nは、第１レンズ群中の負レンズの焦点距離、
である。
【請求項４】
  前記第２レンズ群の前記正レンズは、以下の条件式を満足する物体側に凸のメニスカス
レンズであることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載のズームレンズ。
    －５．０＜ＳＦ2p＜－１．０  ・・・（３）
ただし、
  ＳＦ2p  ＝（Ｒ2pf＋Ｒ2pr）／（Ｒ2pf－Ｒ2pr）で定義され、
  Ｒ2pfは、前記第２レンズ群中の前記正レンズの物体側面の近軸曲率半径、
  Ｒ2prは、前記第２レンズ群中の前記正レンズの像側面の近軸曲率半径、
である。
【請求項５】
  以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載のズーム
レンズ。
    ０．１２＜｜ｆ2／ｆt｜＜０．６０  ・・・（４）
ただし、
  ｆ2は、前記第２レンズ群の焦点距離、
  ｆtは、望遠端での前記ズームレンズ全系の焦点距離、
である。
【請求項６】
  以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載のズーム
レンズ。
    １．８８＜ｎd2p＜２．２０  ・・・（５）
    １３．０＜νd2p＜３０．０  ・・・（６）
ただし、
  ｎd2pは、第２レンズ群中の正レンズのｄ線に対する屈折率、
  νd2pは、第２レンズ群中の正レンズのアッベ数、
である。
【請求項７】
  前記第２レンズ群の前記負レンズの少なくとも１つのレンズ面は非球面であり、以下の
条件式を満足することを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載のズームレンズ
。
    ０．０３０＜（｜ａｓｐ2nf｜＋｜ａｓｐ2nr｜）／ｆw＜０．３２０  ・・・（８）
ただし、
  ａｓｐ2nfは、前記第２レンズ群中の前記負レンズの物体側のレンズ面における非球面
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偏倚量、
  ａｓｐ2nrは、前記第２レンズ群中の前記負レンズの像側のレンズ面における非球面偏
倚量、
  ｆwは、広角端での前記ズームレンズ全系の焦点距離、
である。
【請求項８】
  前記第２レンズ群中の前記負レンズにおける非球面は、光軸から離れるに従い屈折力が
大きくなる非球面であることを特徴とする請求項７に記載のズームレンズ。
【請求項９】
  前記第２レンズ群中の前記両凹レンズの物体側面、像側面が共に光軸から離れるに従い
屈折力が大きくなる非球面であることを特徴とする請求項６に記載のズームレンズ。
【請求項１０】
  前記第１レンズ群が、物体側から順に、前記負レンズ、前記正レンズの２枚のレンズか
らなることを特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記載のズームレンズ。
【請求項１１】
  前記第１レンズ群中の前記負レンズと前記正レンズは接合されていることを特徴とする
請求項１０に記載のズームレンズ。
【請求項１２】
  前記第１レンズ群中の前記負レンズと前記正レンズはそれぞれ単レンズであることを特
徴とする請求項１０に記載のズームレンズ。
【請求項１３】
  前記第１レンズ群の前記負レンズと前記正レンズとの軸上間隔が、以下の条件式を満足
することを特徴とする請求項１２に記載のズームレンズ。
    ０．０≦Ｌ1np／Ｌ1＜０．２  ・・・（９）
ただし、
  Ｌ1npは、第１レンズ群の前記負レンズと前記正レンズとの軸上間隔、
  Ｌ1は前記第１レンズ群の軸上の総厚み、
である。
【請求項１４】
  前記第３レンズ群が３枚以下のレンズからなることを特徴とする請求項１～１３のいず
れか一項に記載のズームレンズ。
【請求項１５】
  前記第３レンズ群が、物体側から順に、正レンズ、負レンズの２枚のレンズからなるこ
とを特徴とする請求項１４に記載のズームレンズ。
【請求項１６】
  前記第３レンズ群が、物体側から順に、正レンズ、正レンズ、負レンズの３枚のレンズ
からなることを特徴とする請求項１４に記載のズームレンズ。
【請求項１７】
  前記第３レンズ群の前記負レンズは、隣り合う物体側の前記正レンズと接合されている
ことを特徴とする請求項１６に記載のズームレンズ。
【請求項１８】
  以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１～１７のいずれか一項に記載のズー
ムレンズ。
    ０．５０＜ｆ1／ｆt＜２．００  ・・・（１０）
ただし、
  ｆ1は、前記第１レンズ群の焦点距離、
  ｆtは、望遠端での前記ズームレンズ全系の焦点距離、
である。
【請求項１９】
  以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１～１８のいずれか一項に記載のズー
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ムレンズ。
    ０．１６＜ｆ3／ｆt＜０．８０  ・・・（１１）
ただし、
  ｆ3は、前記第３レンズ群の焦点距離、
  ｆtは、望遠端での前記ズームレンズ全系の焦点距離、
である。
【請求項２０】
  以下の条件式を満足することを特徴とする、請求項１～１９の少なくともいずれか一項
に記載のズームレンズ。
    ０．２４＜ｆ4／ｆt＜０．８０  ・・・（１２）
ただし、
  ｆ4は、前記第４レンズ群の焦点距離、
  ｆtは、望遠端での前記ズームレンズ全系の焦点距離、
である。
【請求項２１】
  広角端から望遠端への変倍時に、
  前記第１レンズ群と前記第２レンズ群との間隔が広がり、
  前記第２レンズ群と前記第３レンズ群との間隔が狭まり、
  前記第３レンズ群と前記第４レンズ群との間隔が広がるように、
  前記第１レンズ群、前記第２レンズ群、前記第３レンズ群、前記第４レンズ群は移動し
、
さらに、
  前記ズームレンズは前記変倍に際して第３レンズ群と共に光軸方向に移動する明るさ絞
りを有することを特徴とする請求項１～２０のいずれか一項に記載のズームレンズ。
【請求項２２】
  広角端から望遠端への変倍時に、
  前記第１レンズ群は広角端よりも望遠端で物体側にあるように移動し、
  前記第２レンズ群は移動し、
  前記第３レンズ群は物体側へのみ移動し、
  前記第４群は移動し、
  前記明るさ絞りは前記第２レンズ群と前記第３レンズ群との間に位置し、前記変倍に際
して前記第３レンズ群と一体で光軸方向に移動することを特徴とする請求項２１に記載の
ズームレンズ。
【請求項２３】
  前記ズームレンズが４群ズームレンズであることを特徴とする請求項１～２２のいずれ
か一項に記載のズームレンズ。
【請求項２４】
  以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１～２３のいずれか一項に記載のズー
ムレンズ。
    ３．８＜ｆt／ｆw＜１０．０・・・（１３）
ただし、
  ｆwは、広角端での前記ズームレンズ全系焦点距離、
  ｆtは、望遠端での前記ズームレンズ全系焦点距離、
である。
【請求項２５】
  請求項１～２４の少なくともいずれか一項に記載のズームレンズと、
  前記ズームレンズの像側に配置され、前記ズームレンズにより形成される光学像を電気
信号に変換する電子撮像素子と、を有することを特徴とする電子撮像装置。
【請求項２６】
  物体側から順に、
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  正屈折力の第１レンズ群と、
  負屈折力の第２レンズ群と、
  正屈折力の第３レンズ群と、
  正屈折力の第４レンズ群と、を有し、
  広角端から望遠端への変倍の際に、前記第１レンズ群と前記第２レンズ群との間隔、前
記第２レンズ群と前記第３レンズ群との間隔、前記第３レンズ群と前記第４レンズ群との
間隔を変化させ、
  前記第１レンズ群は正レンズと負レンズの２枚のレンズからなり、
前記第１レンズ群中の前記負レンズと前記正レンズはそれぞれ単レンズであり、
  前記第２レンズ群は物体側から順に負レンズ、正レンズの２枚のレンズからなり、
  以下の条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
    １．７８＜ｎd2n＜２．１０  ・・・（１）
    ３５．０＜νd2n＜５０．０  ・・・（２）
ただし、
  ｎd2nは、第２レンズ群中の負レンズのｄ線に対する屈折率、
  νd2nは、第２レンズ群中の負レンズのアッベ数、
である。
【請求項２７】
  物体側から順に、
  正屈折力の第１レンズ群と、
  負屈折力の第２レンズ群と、
  正屈折力の第３レンズ群と、
  正屈折力の第４レンズ群と、を有し、
  広角端から望遠端への変倍の際に、前記第１レンズ群と前記第２レンズ群との間隔、前
記第２レンズ群と前記第３レンズ群との間隔、前記第３レンズ群と前記第４レンズ群との
間隔を変化させ、
  前記第１レンズ群は正レンズと負レンズの２枚のレンズからなり、
  前記第２レンズ群は物体側から順に負レンズ、正レンズの２枚のレンズからなり、
　前記第３レンズ群は、物体側から順に、正レンズ、負レンズの２枚のレンズからなり、
  以下の条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
    １．７８＜ｎd2n＜２．１０  ・・・（１）
    ３５．０＜νd2n＜５０．０  ・・・（２）
ただし、
  ｎd2nは、第２レンズ群中の負レンズのｄ線に対する屈折率、
  νd2nは、第２レンズ群中の負レンズのアッベ数、
である。
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